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 初めまして。山田琴音と 

申します。昨年の夏に 

川奈臨海学園の子どもたちと 

関わる機会があり、その時の楽しさが忘れられ

ず、また子どもたちに会いたいという思いから

就職を決めました。子どもたちにとってあたた

かい存在になれるよう、一人ひとりと丁寧に関

わっていきたいと思います。そして日々の生活

の中で、子どもたちと共に私自身も成長し続け

られるよう努めていきたいと思います。ご指導

宜 し く お 願 い 致 し ま す 。          

（保育士 山田琴音） 

 

 

 

４月４日（土）食育の一環として、昼食の時間

に、調理師さんたちが子どもたちの前で焼きそば

作りを実践してくれました。 

 実際に料理を作っているところを見る機会があ

まりないため、子どもたちは興味津々に調理師さ

んたちの作業を見ていました。中には待ちきれず

「おいしそう

ないいにお

い！早く食べ

たい！」 

と言う子もい

ました。作り

立ての焼きそ

ばをよそってもらった幼児たちは、「ホッカホカ

でおいしい！」と大喜び！中学生のある男の子か

らは、「今まで食べた焼きそばの中で一番おいし

い！富士宮焼きそばよりも、うまい！」と絶賛の

声も上がっており、ほとんどの子どもたちがお代

わりをしていました。このような経験を多く持つ

ことができるよう今後も計画を立てて行きたいと

思います。 

（職業指導員 岩田 弘和） 

 

 

 

 

 

初めまして、川奈臨海学園 

新人職員となりました、 

加藤幸大と申します。現在、 

様々な理由でご家族と生活できない子ども達が多

くいる中で、そういった子ども達の力になりたい

と思い川奈臨海学園への就職を決めました。子ど

も達にとって、何でも相談できるような、そんな

職員となれるよう一人ひとりと丁寧に接していく

よう心がけていきます。そして、子ども達の笑顔

を守っていく為、私自身一つ一つのことに責任を

もって行動していきます。ご指導よろしくお願い

致します。      （保育士 加藤幸大） 

 

 

 

 

3 月 20 日(土)、昼食の時間を利用してピザトー

スト作りを行いました。 

 それぞれのテーブルに並べられたトッピングを

みて「ボールの模様をつくろう」「顔を描いてみ

よう」と想像を膨らます子どもの声が所々から聞

こえてきました。 

 大好きなチーズを山盛りにした中に少しだけ、

苦手なピーマンを乗せた「ちょっと頑張るトース

ト」を作った１年生や、みんなの余ったトッピン

グを沢山乗せた「残り物には福があるトースト」

を作った６年生もいました。 

学校も長いお休みが続き、少しだけいつもと違

う日常ですが、いつも通りの元気な姿と、新しい

成長や優しさを見せてくれる子どもたちです。外

出が難しい中ではありますが、学園の中で楽しい

企画をたくさん出来ればと思います。 

 （保育士 後藤 圭介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国からの方針により、今年度より川奈臨海学園

も地域小規養護施設を開設しました。 

  

 

 

 

 

 

 

小学生１名、中学生３名、高校生２名の６名で、

より家庭に近い環境の中で生活をしています。そ

れぞれが個室の為、自分の部屋は自分で責任を持

ち、掃除、片付けをし、個性を出した部屋になっ

ていくと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学区も変わり新しい学校に通うようになり、新

しい友達を作り地域の行事にも参加をしていきま

す。        （保育士 関野 ひな子） 

 

 

 

 

 

・学習支援   髙橋 良重様、紀藤 信哉様 

・ボランティア 熊﨑 栄子様 

・ピアノ講師  安永 多嘉子様 

 

 

 

 

 

 

 

今年度より、地域小規養護施設わかなの担当に

なりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

わかなに引っ越しが完了して数日が経ち、新学

期もスタートしましたが、新型コロナウイルスの

影響で休校が続き、子どもたちは、テレビを見た

り、学校の課題を進めながら生活をしています。

そんな中で、料理や洗濯、掃除など積極的にお手

伝いをしてくれる子どもたちに感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が始まるとより慌ただしい日課になって

いくと思いますが、一日一日を大切に子どもた

ちと一緒に明るい生活を送っていきたいと思い

ます。 

      (児童指導員 上村 紗矢) 

 

 

 

 

 

 

 


